






　

馬
路
村
か
ら
田
野
町
間
を

結
ぶ
森
林
鉄
道
が
明
治
44
年

に
開
通
さ
れ
、
こ
の
鉄
道
は

林
業
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た

だ
け
で
な
く
、
命
の
保
障
は

な
い
と
い
う
条
件
つ
き
で
、

地
域
住
民
の
足
と
な
り
、
物

資
や
文
化
ま
で
運
ん
だ
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

現
在
は
点
在
す
る
ト
ン
ネ

ル
や
橋
な
ど
が
、
か
つ
て
の

面
影
を
偲
ば
せ
る
。

　

２
０
０
９
年
に
森
林
鉄
道

と
し
て
、
初
め
て
18
ヶ
所
の

遺
構
が
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
。
安
田
町
に
は

桟
道
や
橋
、
隧
道
な
ど
６
ヶ

所
の
遺
構
が
残
り
、
山
中
に

眠
る
。　

２
０
１
７
年
に
安

田
町
を
含
む
中
芸
５
町
村
の

林
業
の
歴
史
と
ゆ
ず
の
魅
力

を
伝
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

　

中
芸
の
ゆ
ず
と
森
林
鉄
道

日
本
遺
産
協
議
会

☎
０
８
８
７-

30-

１
８
６
５

　

国
道
55
号
沿
い
に
立
つ
鮎

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
か
ら
少
し

入
る
と
古
民
家
の
建
ち
並
ぶ

町
な
み
が
あ
る
。

　

明
治
の
町
屋
建
築
の
特
徴

を
も
つ
土
佐
漆
喰
の
家
や
、

江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
「
い

し
ぐ
ろ
」
と
い
わ
れ
る
特
有

の
塀
な
ど
、
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
物

が
あ
り
、
伝
統
の
工
法
を
今

に
伝
え
る
。ま
た
、
昭
和
初
期

に
建
て
ら
れ
た
旧
柏
原
邸
と

大
正
初
期
に
建
て
ら
れ
た
旧

市
川
医
院
は
町
に
寄
贈
さ
れ
、

町
の
交
流
施
設
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
、
当
時
の
名
建
築

が
際
立
つ
。
ま
た
郷
土
の
輩

出
し
た
幕
末
維
新
の
先
人
達

を
紹
介
、
年
間
を
通
し
て
企

画
展
を
行
っ
て
い
る
。

安
田
ま
ち
な
み
交
流
館「
和
」

☎
０
８
８
７-

38-

３
０
４
７

　

標
高
６
２
０
ｍ
の
眺
望
を

誇
る
。
四
国
霊
場
27
番
札
所
・

神
峯
寺
を
目
指
し
、
多
く
の

人
が
こ
の
祈
り
の
地
を
訪
れ

て
い
る
。
神
峯
寺
の
参
道
は
、

「
真
っ
縦
」
と
呼
ば
れ
る
難
所

で
、
中
腹
に
は
桜
の
名
所
九

丁
公
園
が
あ
り
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　

神
峯
寺
へ
と
続
く
周
辺
の

美
し
さ
は
四
国
霊
場
の
中
で

も
指
折
り
と
い
わ
れ
る
。

　

山
上
に
あ
る
「
空
と
海
の

展
望
公
園
」
は
天
気
の
良
い

日
は
室
戸
岬
か
ら
足
摺
岬
ま

で
一
望
で
き
る
。

　

安
田
川
中
流
域
の
キ
ャ
ン

プ
場
。
川
を
渡
る
赤
い
吊
り

橋
の
東
側
に
は
木
の
香
り
の

す
る
キ
ャ
ビ
ン
。
西
側
に
は

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
と
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
あ
る
。

　

設
備
も
充
実
し
、
満
足
度

が
高
い
。
清
ら
か
な
川
に
は
、

ア
ユ
・
ツ
ガ
ニ
・
ゴ
リ
な
ど

が
い
て
、
夏
の
川
遊
び
、
初
夏

の
ホ
タ
ル
な
ど
自
然
を
思
い

っ
き
り
体
感
で
き
る
。

☎
０
８
８
７-

39-

２
２
６
６

　

ア
ユ
釣
り
の
愛
好
家
に
と

っ
て
あ
こ
が
れ
の
川
で
あ
る
。

　

解
禁
日
に
は
日
本
一
の
ア

ユ
を
ね
ら
っ
て
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
、

釣
果
を
競
う
。

◎
ア
ユ
漁
の
解
禁
は
６
月
１

日
～
９
月
30
日
。
落
ち
ア
ユ

解
禁
は
12
月
１
日
～
12
月
31

日　

○問 

安
田
川
漁
協

☎
０
８
８
７-

38-

６
２
７
２

　　

化
石
の
産
地
が
数
多
く
あ

る
高
知
県
。
な
か
で
も
名
高

い
の
が
唐
浜
。

　

弘
法
大
師
の
「
食
わ
ず
貝

伝
説
」
で
有
名
な
唐
浜
は
約

２
７
０
万
年
前
の
地
層
で
、

遠
い
昔
に
す
ん
で
い
た
貝
や

サ
ン
ゴ
の
化
石
が
た
く
さ
ん

見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

化
石
発
掘
体
験
を
希
望
の

人
に
は
、
無
料
で
道
具
の
貸

出
し
も
し
て
い
る
。

○問 

安
田
町
教
育
委
員
会

☎
０
８
８
７-

38-

６
７
１
４

　　

安
田
川
と
森
に
囲
ま
れ
た

自
然
の
な
か
に
69
年
の
歴
史

を
も
つ
「
大
心
劇
場
」
が
あ
る
。

　

手
描
き
の
看
板
に
大
映
写

機
な
ど
古
い
時
代
を
感
じ
さ

せ
る
。
館
主
・
小
松
秀
吉
さ

ん
自
身
で
フ
ィ
ル
ム
式
映
写

機
を
操
作
。
時
代
も
の
か
ら

現
代
の
映
画
ま
で
、
一
人
で

も
観
客
が
い
る
限
り
上
映
し

て
い
る
。

　

フ
ィ
ル
ム
で
し
か
出
せ
な

い
味
の
あ
る
美
し
い
映
像
の

世
界
が
楽
し
め
る
。

☎
０
８
８
７-

38-

７
０
６
２

　

自
然
と
の
共
生
を
テ
ー
マ

に
川
の
中
洲
を
利
用
し
た
公

園
。
小
山
や
ミ
ニ
野
外
ス
テ

ー
ジ
な
ど
、
子
ど
も
達
の
広

場
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
花
と
香
り
の
広

場
」と
も
呼
ば
れ
、
芝
生
広
場

な
ど
園
内
一
部
に
、
四
季

折
々
の
花
が
咲
く
。

　

水
平
線
上
に
沈
み
か
け
た

夕
日
が
揺
ら
ぎ
、
二
つ
の
円

が
重
な
る
よ
う
に
見
え
「
だ

る
ま
」
が
海
か
ら
顔
を
の
ぞ

か
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

こ
と
か
ら
「
だ
る
ま
夕
日
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
冬
に
起
こ

る
珍
し
い
現
象
。
11
月
中
旬

か
ら
１
月
下
旬
に
安
田
町
不

動
の
浜
な
ど
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

自
然
薯
（
山
芋
）
の
産
地
、

安
田
町
北
部
中
山
地
区
の
食

事
処
、
特
産
品
販
売
。新
鮮
な

野
菜
や
み
ょ
う
が
や
筍
な
ど

の
田
舎
寿
し
、
ふ
る
さ
と
の

味
が
揃
っ
て
い
る
。

　

地
元
特
産
の
自
然
薯
を
使

っ
た
「
じ
ね
ん
丼
」
や
、
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
中
芸
地

区
に
ち
な
ん
で
、
安
芸
桜
ヶ

丘
高
校
生
が
日
本
遺
産
「
ゆ

ず
と
り
ん
て
つ
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
考
案
し
た
、
柚
子
・

酒
か
す
・
抹
茶
な
ど
が
入
っ

た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム「
森
、
愛

す
。」も
人
気
。

　

天
然
鮎
や
自
然
薯
の
全
国

発
送
も
し
て
い
る
。

☎
０
８
８
７-

39-

２
３
６
６

　

安
田
町
の
玄
関
口
に
あ
る

総
合
交
流
拠
点
施
設
。

　

直
販
所
は
、
新
鮮
な
野
菜

や
寿
司
・
弁
当
・
手
作
り
の

お
菓
子
や
パ
ン
な
ど
豊
富
な

品
揃
え
。

　

「
ゆ
ず
シ
ロ
ッ
プ
」
は
、
安

田
町
の
柚
子
を
爽
や
か
な
香

り
が
残
る
よ
う
、
は
ち
み
つ

と
て
ん
さ
い
糖
だ
け
で
仕
上

げ
た
シ
ロ
ッ
プ
。シ
ロ
ッ
プ
・

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
・
お
酒
で
割

っ
て
も
楽
し
め
る
。

☎
０
８
８
７-

38-

３
３
２
０

　

土
佐
鶴
は
安
永
２
年
（
１

７
７
３
）の
創
業
以
来
、
今
年

で
ち
ょ
う
ど
２
５
０
年
を
迎

え
た
。

　

そ
の
間
、
ど
ん
な
に
時
代

が
移
り
変
わ
ろ
う
と
も
ひ
た

す
ら
「
淡
麗
辛
口
」
の
酒
質
を

磨
き
続
け
て
き
た
。

　

そ
し
て
節
目
の
今
年
、
土

佐
鶴
が
出
品
し
た
吟
醸
酒
は

全
国
新
酒
鑑
評
会
で
金
賞
49

回
の
全
国
最
多
受
賞
に
輝
く
。

☎
０
８
８
７-

38-

６
５
１
１

　

清
流
安
田
川
が
流
れ
込
む

海
水
を
原
料
と
し
、
太
陽
と

職
人
の
技
で
結
晶
化
。

　

こ
の
完
全
天
日
塩
を
作
っ

て
い
る
の
は
「
田
野
屋
紫
闌
」。

今
年
９
月
30
日
か
ら
２
種
類

の
塩
を
販
売
し
て
い
る
。

　

コ
ク
と
余
韻
の
大
粒
の
塩

は
肉
や
魚
に
、
ほ
ど
よ
い
甘

味
で
素
材
の
味
が
際
立
つ
小

粒
の
塩
は
、
お
に
ぎ
り
や
野

菜
料
理
に
。
素
材
や
料
理
方

法
に
合
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
塩
づ
く
り
も
し
て
い
る
。

☎
０
８
８
７-

38-

８
７
２
２

　

自
然
薯
（
山
芋
）
の
産
地
中

山
地
区
で
「
な
か
や
ま
山
芋

フ
ェ
ス
タ
」
が
12
月
10
日

（
日
）
に
安
田
町
多
目
的
交
流

セ
ン
タ
ー
な
か
や
ま
で
開
催

さ
れ
る
。

　

こ
の
地
区
で
栽
培
さ
れ
る

自
然
薯
は
、
ふ
わ
ふ
わ
で
粘

り
が
強
い
の
が
特
徴
。
会
場

で
は
、
自
然
薯
他
、
山
芋
汁

や
山
芋
コ
ロ
ッ
ケ
、
鮎
の
塩

焼
き
、
田
舎
寿
司
、
焼
き
芋
、

焼
き
そ
ば
、
台
湾
デ
ザ
ー
ト

「
柚
子
愛
玉
子
」
や
缶
ビ
ー

ル
他
、
多
数
の
地
場
産
品
が

並
ぶ
。
当
日
は
９
時
か
ら
14

時
（
売
切
れ
次
第
終
了
）
小

雨
決
行
。
特
設
駐
車
場
あ
り
。

☎
０
８
８
７-

30-

１
７
５
０

観光・特産品のお問い合せは
安田町地域創生課
　☎0887-38-6713

〒781-6421　安芸郡安田町大字安田1850

人　 口：２,３５６人
世帯数：１,２０３世帯
(令和５年１０月３１日現在)

　

安
田
町
は
、
高
知
県
東
部

に
位
置
し
、
高
知
市
よ
り
車

で
約
１
時
間
10
分
。
町
の
中

心
を
清
流
安
田
川
が
貫
き
、

太
平
洋
に
そ
そ
ぐ
。

　

水
質
も
良
く
、
透
明
度
も

高
い
安
田
川
は
、
豊
か
な
田

畑
や
美
味
な
酒
を
造
り
、
鮎

を
は
じ
め
と
す
る
川
の
恵
み

を
育
ん
で
き
た
。

　

安
田
川
の
鮎
は
、
全
国
規

模
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
清

流
め
ぐ
り
利
き
鮎
会
」
で
２

度
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
て

い
る
。

　

ま
た
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
ピ

ー
マ
ン
な
ど
の
園
芸
を
は
じ

め
、
中
山
間
地
域
で
は
、
ユ
ズ

や
自
然
薯
の
栽
培
も
盛
ん
に

行
わ
れ
、
地
域
の
食
材
を
活

か
し
た
加
工
品
の
販
売
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

安
田
の
昔
な
が
ら
の
町
な

み
に
点
在
し
て
い
る
建
物
や
、

歴
史
的
遺
産
と
言
え
る
森
林

鉄
道
や
ト
ン
ネ
ル
の
遺
構
。

山
間
の
古
刹
で
守
ら
れ
、
安

置
さ
れ
て
い
る
重
要
文
化
財

の
仏
像
な
ど
に
町
の
歴
史
と

文
化
を
色
濃
く
感
じ
る
。

【
森
林
鉄
道
跡
】

　
　
　

（
日
本
遺
産
に
認
定
）

【安
田
川
ア
ユ
お
ど
る

　
　
　

清
流
キ
ャ
ン
プ
場
】

【安
田
川
の
ア
ユ
釣
り
】

【
味
工
房
じ
ね
ん
】

【山
の
映
画
館
・
大
心
劇
場
】

【安
田
川
ほ
た
る
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　

河
川
公
園
】

【
だ
る
ま
夕
日
】

【
土
佐
鶴
】

季
節
の
イ
ベ
ン
ト
12
月
10
日
（
日
）

【な
か
や
ま
山
芋
フ
ェ
ス
タ
】

【輝
る
ぽ
ー
と
安
田
】

【安
田
町
化
石
発
掘
体
験
場

】

【
神
峯
（
こ
う
の
み
ね
）
山
】

【レ
ト
ロ
な
町
な
み
散
策
】

安
田
町
の
歴
史
と
文
化
を
巡
る

名
産
・
名
店

自
然
の
中
の
体
験

明神口橋

枯山水庭園空と海の展望公園

キャンプ場

安 田 町安 田 町安 田 町わたしたちの
ふるさと

（4）470　号 2023年（令和5年）　12月1日（金曜日）

日
本
一
の
鮎
の
す
む
清
流
の
ま
ち

日
本
一
の
鮎
の
す
む
清
流
の
ま
ち

清流安田川

大心劇場河川公園
だるま夕日

自然薯直売会

じ
ね
ん
じ
ょ

【
完
全
天
日
塩
製
造
】

安芸地区 安田支所
安芸郡安田町安田1850

ＴＥＬ：0887-38-6611　ＦＡＸ：0887-32-1211

高知県農業協同組合

安芸郡安田町安田1716-6

TEL.0887-38-3320

土佐の元気市

輝るぽーと安田 安田町正弘566

TEL.0887-39-2366
FAX.0887-39-2367

お茶

軽食

安田町内京坊992-1　TEL.0887-38-7062

映画の灯よいつまでも

大心劇場
豆でんきゅう

安芸郡安田町正弘72　TEL.0887-39-2175

江 渕 辰 哉

江 渕 牧 場










